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（在位 1951-69年）として即位した。リビア独立に至るサヌースィー教団の反植民地闘争は、スー

フィー教団の組織と動員力を軍事的に活用した事例である。同様の事例は、他の地域にも見ら

れ、例えば、コーカサスや中央アジアに浸透していたナクシュバンディー教団ムジャッディド派の

諸教団は、それらの地域に侵攻してきた帝政ロシアに対する反植民地闘争を組織した 13。

ナクシュバンディー教団ムジャッディド派やイドリースィー教団、サヌースィー教団など、18世

紀から 20世紀にかけて形成・拡大していった比較的新しい教団は、メンバーの帰属管理を厳

格に行い、導師の指導の上意下達を徹底しようとするなど、それまでの古典的な教団と比べてよ

り強い組織性を持つ。欧米と日本の研究者は、軍事活動にも転用できる強い組織性と、イスラー

ム法の遵守や『クルアーン』とハディースへの回帰といった純化志向を併せ持つこれらの教団を、

「ワッハーブ派」の台頭や帝国主義勢力の世界覇権といった、近代的状況への反応をとおして刷

新されたスーフィズムと捉え、「ネオ・スーフィズム」と呼ぶ。

3．「ネオ・スーフィズム」（2）――スピリチュアルなスーフィズムと市民運動

ところで、「ネオ・スーフィズム」という呼称は、上述の意味でのみ用いられるわけではない。

20世紀後半に欧米で一定の支持を得た「新しいスーフィズム」に対しても用いられる。それは、

イスラームという伝統宗教の枠を離れた、スピリチュアルな癒しの実践としてのスーフィズムで

あり、20世紀後半に流行した「新宗教（New Religiosity）」あるいは「代替宗教（Alternative 

Religiosity）」の一種としてのスーフィズムである。

これは、禅やヨガと同様の現象である。禅とヨガが仏教とヒンドゥー教の教義と信仰から切り

離されて、競争社会のストレスからの解放や心身の健康維持・増進のための実践として欧米社

会に広まったように、スーフィーが修行の形式として発達させてきた音楽や舞踊、瞑想なども、

イスラームから切り離されて、精神と身体の平安と均衡を保つための「東洋の秘法」的なものと

して受容された。そのため、スーフィズムはイスラームとは異なる教えであるといった説明が流布

することにもなった。そして、例えばヨガがヒンドゥー教的なテイストをまとった新興宗教にしば

しば結びついたように、欧米に広まったスピリチュアルな「ネオ・スーフィズム」も、オリエンタ

ルな雰囲気をまといつつ伝統的なイスラームとは異なる「新宗教」を作り出した。

欧米における「ネオ・スーフィズム」を研究しているセジウィック（Mark Sedgwick）は、イド

リース・シャー（Idries Shah 1996年没）の活動を、「新宗教」としての「ネオ・スーフィズム」の

事例として分析している 14。セジウィックによれば、イドリース・シャーは、1924年に英領インド

でムスリム知識人の家に生まれ、イギリスで育ったという。1950年代後半から、スーフィズムを

「東洋の秘法」として紹介するような本を英語で書き、イギリスやアメリカで出版するようになっ

た。1960年代には、やはり「新宗教」の著名な指導者であったグルジエフ（George Ivanovich 

Gurdjieff 1949年没）の運動などの影響を受けつつ、作家などの著名人の支持者を獲得し、「亡

命アフガン貴族の偉大なスーフィー導師」として知られるようになった。その出自の真偽や、彼
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がどのようなスーフィズムを、どこでどのように学んだかについては不明な部分が多いものの、スー

フィズムをスピリチュアルな癒しの実践と位置づけ、伝統宗教としてのイスラームの枠組みを越え

た「人類の叡智」や「民衆の知恵」として、多元主義的・普遍主義的に価値付ける彼の語りは、

欧米社会において一定の支持を得ていった。

特定の伝統宗教に根ざした思想と実践を、その宗教の枠組みを越えた「人類の叡智」や「民

衆の知恵」と読み替える多元主義・普遍主義的傾向は、他の「新宗教」にも見ることができる。

そして、そのことを示すためか、あるいは権威付けのためか、世界の宗教指導者や著名人と会

見したり、各国の名門大学で講演を行って名誉学位を集めたり、そうした活動の成果を著書、

新聞、雑誌、ラジオ、テレビといったメディアを駆使して宣伝したりする。イドリース・シャーの

「ネオ・スーフィズム」は、日本であれば創価学会に典型的に見られるような 15、「新宗教」に特

徴的なこれらの諸活動をなべて行ってきた。

現在、トルコの公正発展党（Adalet ve Kalkınma Partisi: AKP）政権（2002年－）と鋭く対

立しているフェトフッラー・ギュレン（Fethullah Gülen 1941年－）の運動も、1960年代から発展

し、スピリチュアルな実践としてのスーフィズムを唱えて 16、発祥地のトルコだけでなく、欧米に

おいても一定の支持を獲得してきた。ギュレンの思想と運動の位置づけをめぐっては議論が続け

られているが 17、セジウィックは、古典的なスーフィズムを再編・普遍化し、従来のいかなる教

団の枠内にも収まらないものとした点において、「新宗教」的な「ネオ・スーフィズム」に含まれ

るとしている 18。確かに、イスラームの伝統的な教義に含まれる相互扶助や公正といった教えを

人類普遍の価値と見なし、他宗教との融和などの多元主義を強調するなど 19、ギュレンの思想

と運動には、イドリース・シャーの「ネオ・スーフィズム」と類似した「新宗教」的な装いが強い。

しかしその一方で、ギュレン運動は、主な支持者がムスリムである点で、イドリース・シャーの

「ネオ・スーフィズム」と大きく異なる。イドリース・シャーは、イスラームからの離脱を明確に

宣言したわけではないが、ムスリムとしてムスリムに対して「新しいスーフィズム」を説いたわけ

でもない。彼の聴衆は、近代的合理主義や西洋の伝統的価値観に疑問を抱き、「東洋の秘法」

に期待を寄せた欧米人であり、そうしたいかにも 60年代的な人々に対するスーフィズムの語りの

中で、イスラームという伝統宗教は背景に後退させられた。これに対してギュレンは、あくまで

ムスリム、特にトルコ国民を主要な対象として運動を展開してきた。欧米における支持も、直接

欧米人に働きかけた結果というより、トルコ系移民をとおして広まった部分が大きいと考えられ

る。したがって、ギュレンの思想と運動は、「新宗教」的な装いが強く見えるものの、ムスリム

によるイスラームに則った宗教的市民運動と見なければならない。

ギュレン運動のスーフィズムについても、その系統は比較的はっきりしている。周知の通り、

ギュレン運動は、サイード・ヌルスィー（Bediüzzaman Saîd Nursî 1960年没）の「ヌルジュ運動

（Nur Cemaati/Nur Movement）」を母体としている。そのヌルスィーは、ナクシュバンディー教

団ムジャッディド派の導師ハーリド（Ḍiyā’ al-Dīn Mawlā-nā Khālid Baghdādī Shahrazūrī 1827



第 1章　「イスラーム的」動員の回路

̶ 29 ̶

年没）の道統を継いでいると言われる 20。ギュレンとスーフィズムの関係の詳細については今後

の研究が待たれるものの、ギュレン運動がナクシュバンディー教団ムジャッディド派の「ネオ・スー

フィズム」の影響を受けていることは確かであろう。したがって、ギュレン運動は、迷信の否定

とイスラーム法を遵守する「浄化された」スーフィズムを志向する一つの「ネオ・スーフィズム」と、

「新宗教」的なスピリチュアルな実践として、イスラームという伝統宗教の枠組みを越える普遍

主義・多元主義的傾向を示すもう一つの「ネオ・スーフィズム」を併せ持っていると捉えることも

できる。

こうした多面的な、あるいは悪く言えば、八方美人的な思想と運動は、1960年代から 2000

年代までにムスリムたちを取り巻いてきた社会状況に柔軟にアピールするものであった。例えば、

迷信の否定は 20世紀に流行った「宗教と科学の融和」というテーマに沿うことができ、イスラー

ム法の遵守は 1980年代以降の「イスラーム復興」に対応し、普遍主義的・多元主義的傾向は、

2000年代以降もてはやされている「宗教間対話／融和」という題目に良く合致する。

ギュレン運動は、イスラーム的にも近代的価値観から見ても非難のしようのない主張を掲げつ

つ、教育の支援と振興の分野で重点的に活動し、ポジティブで「意識の高い」ムスリムの若者

たちに支持を広げてきた。イスラームの信仰には敬虔であり、同時に、人道主義や多元主義、

理性や科学といった近代的価値にも信頼が厚く、したがって、イスラーム過激派は言うまでもなく、

イスラームの優位を声高に叫ぶ急進的なサラフィー主義にも馴染まない穏健な若者たちを惹きつ

けてきたのである。

政治的にも、少なくとも表面的には、穏健である。というより、明確な政治目標を掲げてきた

わけではないし、ムスリム同胞団のように自らを政治組織と規定してきたわけでもない。「奉仕

（Hizmet）運動」という自称から明らかなとおり、公的な自己規定としては、弱者救済や社会

改良のためのボランティア活動であり、社会に奉仕する有為の人材を育てる教育支援・教育振

興に力を入れてきたということになる 21。この自己規定をそのまま受容するならば、ギュレン運動

は、極めて穏健で穏当なイスラーム解釈を背景とした市民運動であり、その活動の重要な要素と

して、スーフィズムの実践を取り入れてきたと見なすことができる。この穏健で「明るい」外観は、

政治闘争や革命を掲げて権威主義体制からの弾圧に抵抗を続けてきたイスラーム主義政党の重

苦しいイメージとは対照的であり、社会問題に敏感でありながらも、政治運動には抵抗感のあ

る多くの若者に、関与しやすい運動として魅力的に映ったとも考えられる。

実際に、ギュレン運動は大きな成功を収めた。先に述べたとおり、トルコ国内と欧米諸国に

多くの支持者を獲得し、公正発展党と協力関係にあった 2013年までは、同党の重要な支持基

盤とも目されていた。近代的価値観と融和が可能な「穏健イスラーム主義」運動として、国際的

な期待も寄せられてきた。しかし、2013年からギュレン運動と公正発展党政権との関係は悪化し、

2016年 7月のクーデター未遂事件の後には、クーデターを首謀したとして、公正発展党政権か

ら激しい非難と禁圧を受けるようになった 22。
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このギュレン運動をめぐる状況の大きな変化の背景には、何があるのだろうか。この問題を考

えることを足がかりに、「イスラーム的」動員をめぐる諸問題に若干の考察を加えて、本章を終え

ることとしたい。

おわりに――「イスラーム的」動員の諸問題

ギュレン運動がクーデターを首謀したか否かについて、ここで何かを述べることはできない。

ただし、ギュレン運動は市民運動を隠れ蓑に国家転覆を企んでいるという公正発展党の主張は、

トルコ国内では必ずしも荒唐無稽に響かないという。それは、ギュレン運動に対して、非難のし

ようのない穏当な主張と、いかにもポジティブな奉仕活動の裏側に、何か別の目論見を隠してい

るのではないかという疑いの目が向けられてきたことによる。多くの塾や学校、大規模な病院や

災害援助 NGOなどを運営し、新聞やテレビなどのメディア企業も所有する一方で、政治的な主

張を明確に述べたり、自ら政党を立ち上げたりせず、公正発展党などを支援する形をとったこと

が、公言できない政治的意図を隠しつつ、裏から政治を操ってきたのではないかという疑念を人々

の間に生むことになったとも指摘される 23。また、ギュレン運動の教育支援・振興活動の恩恵を

受けて高等教育機関に進学し、運動の熱心な参加者となった若者たちの多くが、官公庁、特に

警察や治安機関に就職したことも、利益誘導によって洗脳した若者たちを国家機関と暴力装置

に送り込んで、国家を乗っ取ろうと企んでいたという言説につながることになった 24。

陰謀論的言説の真偽は不明であるが、「怪しい集団」という疑念を向けられること自体は、

ギュレン運動に限ったことではない。一定以上の人 を々動員し、ある程度成功した「新宗教」や

市民運動は、周囲から何らかの疑念を向けられることがむしろ普通と言えよう。ある社会にお

いて、特定の主張や運動を掲げて人 を々動員しようとした際に、その社会の成員の全てが等しく

反応することはあり得ないからである。動員に積極的に反応する人々もいれば、動員をかける側

の意図とは別の意図を持って参加する人々もいるだろう。反応しない人々や反発する人々もいる。

したがって、ある程度の動員に成功することは、周囲とは異なる集団を形成することであり、そ

の集団に属さない人々から疑念や反発を受けることにもなる。

ムスリム社会においても同様であり、当然のことながら、イスラーム的な主張や運動を掲げれ

ば全てのムスリムを等しく動員できるわけではない。そもそも、何が「イスラーム的」かをめぐっ

ても、非常に幅広い見解の相違が見られ 25、個々のムスリムが置かれている状況や直面してい

る問題も多様である。したがって、どこのどのようなムスリムたちにアピールするかによって、イ

スラームを用いた動員のあり方も相当に異なってくる。

第 1節で述べたとおり、18世紀以前の前近代においては、古典的なスーフィー教団が「聖者」

の権威によって、強い動員力を持っていた。批判もあったものの、ムスリム民衆にとって、「聖者」

のバラカによって「現世利益」を得られると信じ、「聖者」の取りなしにすがって救済の希望を

確かにすることがイスラームだったのである。そのため、大多数のムスリムが、当たり前のことと
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して、特に意識することなく教団に関わっていた。

しかし、「ワッハーブ派」による否定や、近代的合理主義や科学思想に基づく批判などによっ

て、19世紀以降、スーフィズムの正統性とスーフィー教団の権威は大きく揺らいでいくことになる。

こうした否定や批判への対応をとおして現れた「ネオ・スーフィズム」は、迷信的な「奇蹟」の

演出や他宗教との混淆を排除し、イスラーム法の遵守と『クルアーン』とハディースへの回帰を強

調する純化志向を持つとともに、教団のメンバーシップの管理を厳格にするなど、より強い組織

性も持つ。このことは第 2節で述べたとおりである。そして、この強い組織性が、反植民地闘

争での活躍や世界各地への浸透に貢献したと考えられることも既に述べた。

強化された組織性は、その一方で、教団に関係する者としない者とをより厳格に分けることに

もなった。19世紀から 20世紀にかけて国家が「世俗化」し、スーフィー教団を援助・庇護す

ることもなくなった。社会的にも、教団に関わることは「後進的」とも見なされるようになり、教

団に関与しないムスリムも増えていった。そうした中で、強い組織的凝集力を示す「ネオ・スー

フィズム」教団に関与することは、関与する本人にとっても自覚的にならざるを得ず、周囲からは

特定の教団のメンバーとして選別されるようになった。

19世紀以来の「ネオ・スーフィズム」は、「脱宗教」や「宗教の個人化」が進んだ近現代にお

ける「宗教」がある程度共通して直面してきた問題を共有してきたと言えるが、第 3節で述べた

とおり、20世紀後半における「新宗教」的なスーフィズムも「ネオ・スーフィズム」と呼ばれる。

すなわち、イスラームという伝統宗教の枠組みを越えるような、普遍主義的で多元主義的な傾

向を持ったスーフィズムである。ギュレン運動が、19世紀以来の組織性の強い「ネオ・スーフィ

ズム」の系統を引きつつ、20世紀後半の「新宗教」的な「ネオ・スーフィズム」の側面も併せ持っ

ていることも第 3節で論じた。

しかし、その「新宗教」的な普遍主義や多元主義が、組織性の強さに起因する周囲からの

異質感を緩和するかと言うと、そのようには見受けられない。むしろ、場合によっては、周囲か

らの異質感や疑念を強化しているようにも感じられる。この場合の疑念とは、自分たちの出自や

立場を意図的にぼかしているのではないかという疑念である。

同様の現象は、「ネオ・スーフィズム」的な他の教団・運動にも共通する。それらの教団・運動

は、イスラームという伝統宗教の枠組みを越えるほどの普遍主義や多元主義を示すことはないに

しても、特定の教団の枠組みを越えてイスラーム全体に共通する価値観や目標を体現しているよ

うな主張を行うことは珍しくない。端的な例としては、そうした教団・運動のメンバーに、どの

系統の教団・運動かと質問すると、「神のタリーカ（道、教団）」であるとか、「イスラームの道

（タリーカ）は 1つである」といった答えを返されることが多い。このような答えは、ムスリムで

はない筆者にとっても釈然としないが、ムスリムの中には、調子の良いことを言ってイスラームを

恣意的に利用しようとしているといった反感を口にする者もいた。

ここから、ギュレン運動が抱えるジレンマを見ることができよう。すなわち、ポジティブで普
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遍主義的・多元主義的主張を状況の変化や語りかける相手に合わせて発信し、多くのムスリム

を惹きつけ、彼ら／彼女らを凝集力のある運動に組織すればするほど、さらに多くの運動に参

加しないムスリムの反感や疑念を強めるというジレンマである。ギュレン運動の勢力拡大を警戒

した公正発展党政権は、このジレンマの結果、トルコ国内で増大していたギュレン運動に対す

る反感や疑念を利用したとも考えられるだろう。

以上の議論から考えられることは、「イスラーム的」にムスリムを動員する回路は複雑であり、

その成果や影響も予想が難しいことである。特に、スーフィズムとスーフィー教団の権威だけで

なく、イスラーム自体の正統性も大きく揺らいできた近現代においては、18世紀までのスーフィー

教団のような、多くのムスリムが疑問を抱かない動員の回路は存在していない。「ネオ・スーフィ

ズム」であれ、イスラーム主義政党であれ、「イスラーム的」な思想や運動を掲げて多くのムス

リムを動員すると、それ以上に多くのムスリムの疑念や反感を買うという状況が続いてきた。加

えて、伝統的なスーフィー教団などの前近代的な動員の回路も消滅したわけではなく、生活に密

着した形で影響力を保持している 26。他方、「ワッハーブ派」の影響を強く受けた急進的なサラ

フィー主義者などは、スーフィズム全般に対する非難を続けており、教団に関与するムスリムとの

間に抗争も発生している 27。

「正しいイスラーム」をめぐる議論が錯綜しているために、ムスリムを「イスラーム的」に動員

する回路も分裂し、複雑に絡み合っているのである。にもかかわらず、中東の政治などを語る際

には、イスラームの影響力を単純に捉える傾向が強い。しかし、ここまで見てきた「イスラーム

的動員」の複雑さを踏まえれば、どのような勢力が、どのようなイスラームを掲げて、どのよう

なムスリムを、どのように動員しようとし、どのような結果に帰着したのかについて、細密な実証

分析が必要になると言えよう。そのような分析を蓄積することで、ムスリム諸社会における政治

的 1変数としてのイスラームを的確に評価することができると思われるのである。
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